
0
位
内
の
中
国
勢
は
6
校
（
前
年
3
校
）、
日
本
は

東
大
（
36
位
）、
京
大
（
54
位
）
の
み
で
あ
る
。

　
教
育
水
準
は
技
術
力
や
競
争
力
の
ベ
ー
ス
と
な
る

科
学
論
文
数
に
顕
著
に
現
れ
る
。
科
学
技
術
・
学
術

政
策
研
究
所
が
公
表
し
た
科
学
技
術
指
標

に
よ
る
と
、
年
平
均
の
論
文
数
で
中
国
は
30
･

万

と
米
国
28
･

万
を
抜
い
て
首
位
と
な
っ
た
。
日
本

･

万
は
前
回
調
査
（

年
）
か
ら
順
位

を
下
げ
、
3
位
ド
イ
ツ

･

万
に
次
ぐ
4
位
で
あ

る
。
日
本
の
論
文
数
は
10
年
前
の

･

万
と
ほ
ぼ

同
じ
だ
が
、
他
国
の
論
文
数
が
急
増
し
て
お
り
、
相

対
的
存
在
感
は
低
下
。
ま
た
、
注
目
度
の
高
い
（
引

用
率
の
高
い
）
論
文
で
は
9
位
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

　
技
術
力
、
競
争
力
、
教
育
水
準
、
科
学
論
文
数
は

特
許
数
に
反
映
す
る
。
特
許
情
報
の
調
査
企
業
（
ア

ス
タ
ミ
ュ
ー
ゼ
）
公
表
の
デ
ー
タ
が
参
考
に
な
る
。

　
Ａ
Ｉ
、
量
子
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
、
再
生
医
療
、
自
動

運
転
、
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
、
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
、
Ｖ
Ｒ
（
仮
想
現
実
）、
ド
ロ
ー
ン
、
導
電
性

高
分
子
、
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
の
先
進
10
分
野
の

特
許
出
願
数
は
、

年
か
ら
19
年
ま
で
の
累

計
で
約
34
万
。

　
最
新

年
で
は
、
10
分
野
の
う
ち
中
国
が

9
分
野
で
1
位
。
量
子
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
み
米
国
が

1
位
。
日
本
は
05
年
に
は
自
動
運
転
な
ど
4
分
野
で

1
位
で
あ
っ
た
が
、
現
在
は
全
分
野
で
2

位
以
下
。
国
別
で
は
中
国
が
約
13
万
と
全

体
の
4
割
。
日
米
（
い
ず
れ
も
約
2
割
）

の
倍
で
あ
る
。

　
15
年
、
中
国
は
国
家
戦
略
「
中
国
製
造

   

5
」
を
打
ち
出
す
と
と
も
に
、
第
13
次
5
カ
年
計
画

で
「
知
財
強
国
」
を
目
指
す
方
針
を
顕
示
。
研
究
開

発
費
は
17
年
で
日
本
の
3
倍（
約
51
兆
円
）、米
国（
約

56
兆
円
）
に
肉
薄
し
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
状
況
は
ユ
ニ
コ
ー
ン
（
企
業
価
値
10
億

ド
ル
以
上
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
）
数
に
も
反
映

さ
れ
る
。
米
調
査
会
社
（
Ｃ
Ｂ
イ
ン
サ
イ
ツ
）
に
よ

る
と
、
全
体
数
は
昨
年
11
月
に

社
に
到
達
。

国
別
で
は
米
国

社
、
中
国

社
、
日
本

は
わ
ず
か
4
社
で
あ
る
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
「
ブ
ラ
ッ
ク
・
ス
ワ
ン
」
と
い
う
言

葉
が
注
目
を
浴
び
た
。「
あ
り
え
な
い
こ
と
」
を
意

味
す
る
英
語
の
慣
用
句
で
あ
っ
た
が
、

年

に
豪
州
で
実
際
に
黒
鳥
が
発
見
さ
れ
、
以
来
「
常
識

が
覆
る
こ
と
」
を
意
味
す
る
言
葉
と
な
っ
た
。
コ
ロ

ナ
禍
が
世
界
の
「
ブ
ラ
ッ
ク
・
ス
ワ
ン
」
と
な
っ
た
。

「
エ
レ
フ
ァ
ン
ト
・
イ
ン
・
ザ
・
ル
ー
ム
」
と
い
う

慣
用
句
も
聞
く
よ
う
に
な
っ
た
。
部
屋
の
中
に
象
が

い
る
光
景
を
想
像
し
て
ほ
し
い
。
誰
の
目
に
も
危
険

で
あ
る
。
部
屋
が
破
壊
さ
れ
る
こ
と
は
予
測
で
き
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
を
放
置
し
て
い
る
こ
と
か

ら
「
見
て
見
ぬ
ふ
り
を
す
る
」
と
い
う
意
味
で
使
わ

れ
る
。

　
こ
こ
に
き
て
、
両
者
を
合
成
し
た
「
ブ
ラ
ッ
ク
・

エ
レ
フ
ァ
ン
ト
」
と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ
て
い
る
。

つ
ま
り
、「
見
て
見
ぬ
ふ
り
を
し
て
い
た
結
果
、
こ

れ
ま
で
の
常
識
が
覆
る
こ
と
」
を
意
味
す
る
。

　
日
本
の
技
術
力
、
競
争
力
は
相
対
的
に
低
下
し
て

い
る
。
日
本
の
企
業
や
技
術
が
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
化
し
て

い
る
と
言
わ
れ
て
久
し
い
。「
ま
だ
大
丈
夫
」
と
根

拠
の
な
い
楽
観
を
し
て
い
る
と
、
ブ
ラ
ッ
ク
・
エ
レ

フ
ァ
ン
ト
に
遭
遇
し
て
踏
み
潰
さ
れ
る
。

　
技
術
力
も
競
争
力
も
、
そ
れ
を
生
み
出
す
源
泉
は

人
材
で
あ
る
。
そ
し
て
、
人
材
を
育
て
る
の
は
企
業

で
あ
り
、
国
で
あ
る
。
人
材
育
成
力
に
問
題
が
あ
れ

ば
、
技
術
力
も
競
争
力
も
低
下
す
る
。

　
日
本
企
業
は
20
世
紀
後
半
に
一
時
は
成
功
を
収
め

た
。
し
か
し
、
90
年
代
以
降
は
変
革
へ
の
適
応
力
を

欠
い
て
い
る
。

　
世
界
の
産
業
や
ビ
ジ
ネ
ス
の
変
革
の
過
半
が
シ
ス

テ
ム
に
関
連
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
日
本
企
業
の
シ

ス
テ
ム
観
の
変
遷
を
知
る
必
要
が
あ
る
。
4
つ
の
局

面
に
整
理
で
き
る
が
、
そ
の
中
に
日
本
再
生
の
ヒ
ン

ト
が
あ
る
。

　
第
1
は

年
代
ま
で
の
シ
ス
テ
ム
黎
明
期
。

銀
行
シ
ス
テ
ム
が
勘
定
系
と
情
報
系
に
分
か
れ
始
め

た
時
代
で
あ
る
。
こ
の
頃
は
、
競
合
す
る
欧
米
企
業

と
根
本
的
な
違
い
は
な
か
っ
た
。

　
第
2
は
90
年
代
の
Ｂ
Ｐ
Ｒ
（
＊
4
）
時
代
。
欧
米

で
は
生
産
性
向
上
の
た
め
に
業
務
を
抜
本
的
に
見
直

す
こ
と
を
意
味
し
、
急
速
に
普
及
し
つ
つ
あ
っ
た
Ｐ

Ｃ
や
Ｌ
Ａ
Ｎ
を
有
効
活
用
す
る
こ
と
と
表
裏
一
体
で

あ
っ
た
。

　
日
本
で
は
業
務
に
合
わ
せ
て
シ
ス
テ
ム
構
築
す
る

対
応
が
主
流
で
あ
り
、
シ
ス
テ
ム
が
有
効
活
用
で
き

　

年
に
中
国
が
Ｇ
Ｄ
Ｐ
（
国
内
総
生
産
）

で
世
界
一
と
な
る
。
昨
年
12
月
公
表
の
日
本
経
済
研

究
セ
ン
タ
ー
と
英
国
経
済
ビ
ジ
ネ
ス
研
究
セ
ン
タ
ー

の
予
測
が
一
致
し
た
。
従
来
、
中
国
が
米
国
を
上
回

る
の
は
35
年
頃
と
予
測
さ
れ
て
い
た
が
、
7
年
早
ま

っ
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
経
済
へ
の
影
響
が
中
国
よ
り
米

国
の
方
が
大
き
い
た
め
で
あ
る
。

　
先
入
観
、
固
定
観
念
、
思
い
込
み
は
恐
ろ
し
い
。

こ
の
状
況
に
な
っ
て
も
「
日
本
は
貿
易
で
挽
回
で
き

る
」
と
主
張
す
る
有
識
者
が
い
る
こ
と
に
は
驚
く
。

デ
ー
タ
を
客
観
的
に
認
識
す
る
こ
と
が
必
要
だ
。

　
Ｉ
Ｍ
Ｆ
（
国
際
通
貨
基
金
）
の
最
新
デ
ー
タ
（
20

年
1
〜
5
月
分
）
に
よ
る
と
、
米
国
の
貿
易
相
手
の

シ
ェ
ア
最
大
は
Ｅ
Ｕ
18
・
1
％
、
続
い
て
カ
ナ
ダ

13
･

％
、
メ
キ
シ
コ
13
･

％
、
中
国
12
･

％
。

日
本
は
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

･

％
に
も
及
ば
な
い

･

％
で
あ
る
。

「
中
国
貿
易
が
伸
び
る
」
と
の
声
も
聞
く
が
、
こ
れ

も
短
絡
的
だ
。
中
国
の
最
大
貿
易
相
手
は
今
や
Ａ
Ｓ

Ｅ
Ａ
Ｎ
14
･

％
と
Ｅ
Ｕ
13
･

％
。
対
立
す
る
米

国
は
11
･

％
。
日
本
は

･

％
に
と
ど
ま
り
、

早
晩
韓
国

･

％
に
抜
か
れ
る
可
能
性
が
高
い
。

　
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
に
期
待
す
る
向
き
も
あ
る
が
、
地
域

共
通
経
済
圏
は
域
内
貿
易
が
中
心
に
な
る
。
Ａ
Ｓ
Ｅ

Ａ
Ｎ
は
域
内
貿
易
が
22
・
1
％
を
占
め
、
そ
れ
に
匹

敵
す
る
の
は
中
国
18
・
8
％
。
続
い
て
米
国
11
・
1

％
、
E
U

・
3
％
、
日
本
は
8
・
0
％
で
あ
る
。

　
Ｅ
Ｕ
は
一
層
顕
著
だ
。
域
内
貿
易
が
59
･

％
、

続
い
て
米
国

･

％
、
中
国

･

％
が
並
び
、

日
本
は
何
と

･

％
に
過
ぎ
な
い
。

　
国
際
貿
易
に
お
け
る
日
本
の
存
在
感
低
下
は
否
め

な
い
。
根
拠
な
く
「
た
ぶ
ん
大
丈
夫
」「
実
は
ま
だ

凄
い
」
と
楽
観
す
る
こ
と
な
く
、
事
実
を
直
視
す
る

こ
と
が
重
要
だ
。
そ
れ
が
日
本
再
生
の
第
一
歩
で
あ

る
。

　
Ｇ
Ｉ
Ｉ
（
＊
1
）
は
Ｗ
Ｉ
Ｐ
Ｏ
（
世
界
知
的
所
有

権
機
関
）
が
07
年
か
ら
公
表
し
て
い
る
技
術
力
ラ
ン

キ
ン
グ
だ
。
日
本
は
4
位
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
12
年

に
25
位
ま
で
転
落
。
若
干
回
復
し
て
20
年
は
16
位
だ

が
、
韓
国
は
10
位
、
中
国
は
14
位
。
既
に
ア
ジ
ア
の

ト
ッ
プ
で
は
な
い
。

　
ス
イ
ス
に
本
拠
を
置
く
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
Ｉ
Ｍ

Ｄ
（
＊
2
）
は

年
か
ら
各
国
の
競
争
力
ラ

ン
キ
ン
グ
を
発
表
し
て
い
る
。
日
本
は
89
年
か
ら
92

年
ま
で
1
位
だ
っ
た
が
、

年
は
30
位
、
20

年
は
34
位
に
下
が
っ
た
。

　
技
術
力
や
競
争
力
は
人
材
に
影
響
さ
れ
る
。
英
国

Ｔ
Ｈ
Ｅ
（
＊
3
）
ラ
ン
キ
ン
グ
は
世
界

校

超
の
大
学
の
教
育
水
準
を
評
価
し
て
い
る
。
21
年
版

で
は
1
位
か
ら
13
位
ま
で
英
米
が
独
占
。
ア
ジ
ア
ト

ッ
プ
は
ア
ジ
ア
勢
過
去
最
高
20
位
の
清
華
大
。

  

技
術
力
と
競
争
力
の
危
機

エ
レ
フ
ァ
ン
ト・イ
ン・ザ・ル
ー
ム

【「
三
耕
探
究
」
と
は
？
】「
学
有
り
、
論
優
れ
ど
も
、
心
貧
す
れ
ば
、
任
に
能
わ
ず
」
と
い
う
考
え
か
ら
、「
耕
学
」「
耕
論
」「
耕
心
」
す
な
わ
ち
「
三
耕
」
の
「
探
究
」
の
重
要
性
を
示
す
筆
者
の
造
語
。

（＊1）GII＝Global Innovation Index, （＊2）IMD＝International Institute for Management Development, （＊3）THE＝The Times Higher Education　（＊4） BPR＝Business Process Re-engineering

大塚耕平 参議院
議員

『三耕探究』集
中連載 ③
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世界は劇的に変化し、

日本は取り残されつつある
。

大変であることを

深層心理で認識しているが
、

見て見ぬ振りをしている。

日
本
踏
み
潰
す

ブ
ラ
ッ
ク・エ
レ
フ
ァ
ン
ト



る
よ
う
に
業
務
や
事
業
を
改
革
す
る
動
き
は
広
が
ら

な
か
っ
た
。

　
第
3
は

年
代
に
本
格
化
し
た
Ｉ
Ｔ
化
時

代
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
劇
的
に
普
及
し
、
中
韓
企

業
が
台
頭
し
た
時
期
と
重
な
る
。

　
こ
の
間
、
日
本
企
業
は
人
材
と
シ
ス
テ
ム
を
コ
ス

ト
と
考
え
て
き
た
。
そ
の
た
め
両
者
は
代
替
的
で
あ

り
、
人
件
費
節
減
の
た
め
に
シ
ス
テ
ム
を
使
う
と
い

う
発
想
に
終
始
し
た
。

　
第
4
は

年
代
半
ば
以
降
、
現
在
に
至
る

Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
・
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）

時
代
で
あ
る
。

　
Ｄ
Ｘ
は
「
デ
ジ
タ
ル
技
術
に
よ
る
大
変
革
」
を
意

味
す
る
。「Transform

ation

」
が
「
Ｘ
」
と
記
さ

れ
る
理
由
は
、英
語
圏
で
「Trans

」
す
な
わ
ち
「
横

切
る
」「
突
き
抜
け
る
」
と
い
う
語
意
を
「
Ｘ
」
と

表
記
す
る
た
め
で
あ
る
。

　
同
時
期
、
マ
ク
ロ
経
済
政
策
に
よ
る
景
気
浮
揚
に

執
心
し
て
い
た
日
本
。
世
界
の
変
化
や
人
手
不
足
に

Ｄ
Ｘ
で
対
応
す
る
こ
と
も
な
く
、
低
賃
金
の
派
遣
労

働
力
や
外
国
人
労
働
者
に
依
存
。
こ
れ
は
経
営
戦
略

と
は
言
え
な
い
。

　
18
年
、
経

産
省
が
Ｄ
Ｘ

レ
ポ
ー
ト
を

公
表
し
、
企

業
Ｉ
Ｔ
シ
ス

テ
ム
の
複
雑

化
、
ブ
ラ
ッ

ク
ボ
ッ
ク
ス
化
を
改
善
し
な
い
と
「

年
の

崖
」
に
遭
遇
す
る
と
強
調
し
た
た
め
、
Ｄ
Ｘ
を
表
層

的
な
シ
ス
テ
ム
再
構
築
と
受
け
止
め
て
い
る
経
営
者

や
企
業
も
少
な
く
な
い
。

　
ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
化
は
、
シ
ス
テ
ム
を
単
な
る

コ
ス
ト
と
考
え
、
ベ
ン
ダ
ー
に
丸
投
げ
し
、
戦
略
ツ

ー
ル
と
し
て
理
解
及
び
活
用
し
て
こ
な
か
っ
た
結
果

で
あ
る
。

　
さ
ら
に
コ
ロ
ナ
禍
に
見
舞
わ
れ
、
人
々
の
仕
事
や

生
活
の
変
化
に
対
応
し
た
国
際
的
な
コ
ロ
ナ
テ
ッ
ク

企
業
が
続
々
登
場
。
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
ツ
ー
ル
に
象

徴
さ
れ
る
よ
う
に
Ｉ
Ｔ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
活

用
が
重
み
を
増
し
、
投
資
資
金
も
コ
ロ
ナ
テ
ッ
ク
企

業
に
集
中
し
て
い
る
。

　
欧
米
、
中
韓
で
Ｄ
Ｘ
が
進
展
す
る
中
、
日
本
の
デ

ジ
タ
ル
化
の
遅
れ
、
生
産
性
低
迷
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ

プ
さ
れ
た
。
後
追
い
で
は
追
い
付
け
な
い
時
代
で
あ

る
。
客
観
的
事
実
を
認
識
し
、
次
の
変
化
を
先
取
り

す
る
リ
ー
プ
フ
ロ
ッ
グ
（
蛙
飛
び
）
を
目
指
さ
な
く

て
は
な
ら
な
い
。

　
情
報
処
理
推
進
機
構
の
調
査
（
19
年
）
に
よ
れ
ば
、

日
本
の
Ｉ
Ｔ
人
材
の
77
％
は
Ｓ
Ｉ
（
シ
ス
テ
ム
イ
ン

テ
グ
レ
ー
タ
ー
）
等
ベ
ン
ダ
ー
側
で
働
い
て
お
り
、

ユ
ー
ザ
ー
側
の
在
籍
者
は
2
割
に
と
ど
ま
る
。
7
割

が
ユ
ー
ザ
ー
側
に
在
籍
し
、
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ

ル
創
造
や
業
務
改
革
に
取
り
組
む
欧
米
企
業
と
の
構

造
的
な
違
い
で
あ
る
。

　
上
述
の
第
2
期
以
降
、
世
界
で
技
術
革
新
が
加
速

す
る
中
、
日
本
で
は
Ｉ
Ｔ
部
署
を
コ
ス
ト
部
門
と
し

て
切
り
離
す
動
き
が
広
が
り
、
企
業
の
ベ
ン
ダ
ー
依

存
が
進
ん
だ
。

　
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
創
造
、
業
務
改
革
が
Ｉ
Ｔ
利
活

用
の
目
的
だ
が
、
ベ
ン
ダ
ー
が
そ
れ
を
で
き
る
わ
け

で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
従
来
の
ビ
ジ
ネ
ス
や
業
務
を

そ
の
ま
ま
複
雑
か
つ
代
替
不
能
の
シ
ス
テ
ム
と
し
て

提
供
す
る
こ
と
で
顧
客
を
囲
い
込
ん
だ
。
ユ
ー
ザ
ー

も
従
来
の
ビ
ジ
ネ
ス
や
業
務
を
温
存
で
き
、
双
方
も

た
れ
合
い
の
関
係
が
構
築
さ
れ
た
。

　
こ
う
し
た
実
態
だ
か
ら
こ
そ
、
日
本
企
業
は
Ｉ
Ｔ

投
資
に
消
極
的
だ
。
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
（
経
済
協
力
開
発
機

構
）
に
よ
る
と
、
17
年
の
00
年
対
比
Ｉ
Ｔ
投
資
額
は
、

日
本
は
2
割
減
、
米
国
が
6
割
増
、
フ
ラ
ン
ス
が
2

倍
で
あ
る
。

　
シ
ス
テ
ム
観
も
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
化
し
て
い
る
日
本
の

風
景
は
、
世
界
銀
行
に
よ
る
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
ラ
ン
キ

ン
グ
29
位
、
そ
の
構
成
要
素
で
あ
る
「
事
業
の
始
め

や
す
さ
」

位
と
い
う
評
価
に
繋
が
っ
て
い
る
。

　
デ
ジ
タ
ル
化
の
帰
趨
、
国
家
の
優
勝
劣
敗
を
左
右

す
る
い
く
つ
か
の
重
要
分
野
が
あ
る
。

　
第
1
は
も
ち
ろ
ん
Ａ
Ｉ
だ
。
計
算
速
度
と
論
理
回

路
の
勝
負
で
あ
る
。
計
算
速
度
で
は
ス
パ
コ
ン
富
岳

で
世
界
一
を
奪
還
し
、
昨
年
は
存
在
感
を
示
し
た
。

し
か
し
、
早
晩
抜
き
返
さ
れ
る
と
と
も
に
、
Ａ
Ｉ
の

本
質
は
論
理
回
路
で
あ
る
。
Ｉ
Ｂ
Ｍ
が
Ｐ
Ｃ
部
門
を

中
国
レ
ノ
ボ
に
売
却
し
、
そ
の
資
金
を
Ａ
Ｉ
ワ
ト
ソ

ン
の
開
発
に
投
入
し
た
こ
と
が
本
質
を
象
徴
し
て
い

る
。

　
第
2
は
通

信
。
日
本
は

4
Ｇ
ま
で
は

ア
ジ
ア
で
最

初
に
商
用
化

し
て
き
た
が
、

5
Ｇ
で
は
中
韓
に
先
を
越
さ
れ
た
。
中
国
の
5
Ｇ
基

地
局
は
昨
年
末
で
既
に
60
万
局
。
5
Ｇ
対
応
は
Ａ
Ｓ

Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
で
も
進
み
始
め
て
お
り
、
日
本
は
後
塵

を
拝
す
る
か
も
し
れ
な
い
。

　
ポ
ス
ト
5
Ｇ
競
争
も
激
化
し
て
い
る
。
6
Ｇ
は
電

波
の
届
く
範
囲
が
さ
ら
に
狭
く
な
り
、
基
地
局
は
人

口
の
10
倍
必
要
と
言
わ
れ
る
。

　
6
Ｇ
基
地
局
の
サ
イ
ズ
は
携
帯
電
話
程
度
だ
。
市

街
地
構
造
物
（
電
柱
、
街
灯
等
）、
移
動
体
（
自
動

車
等
）
も
設
置
場
所
と
し
て
利
用
可
能
だ
。
発
想
の

転
換
が
で
き
れ
ば
、
日
本
に
リ
ー
プ
フ
ロ
ッ
グ
の
チ

ャ
ン
ス
は
あ
る
。

　
第
3
は
測
位
衛
星
。
米
国
Ｇ
Ｐ
Ｓ
（
＊
5
）
は
1

年
に
軍
事
技
術
と
し
て
開
発
が
始
ま
っ
た
が
、

83
年
に
民
間
開
放
さ
れ
た
。
中
国
北
斗
は
94
年
に
開

発
着
手
。
驚
異
的
ス
ピ
ー
ド
で
構
築
が
進
み
、

年
6
月
に
完
成
。
今
や
北
斗
（
50
基
）
の

衛
星
数
は
Ｇ
Ｐ
Ｓ
（
30
基
）
を
上
回
る
。
日
本
の
準

天
頂
は
4
基
で
あ
る
。

　
Ａ
Ｉ
、
通
信
、
測
位
衛
星
が
相
乗
効
果

を
生
み
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
や
ビ
ジ
ネ
ス

モ
デ
ル
を
大
変
革
さ
せ
る
際
の
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
が
第
4
の
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
だ
。
中
国
で

は
新
た
な
経
済
特
区
（
雄
安
新
区
）
に
実
験
都
市
を

建
設
す
る
計
画
が
進
ん
で
い
る
。

　
こ
れ
ら
重
要
分
野
全
て
に
関
連
し
、
生
活
に
不
可

欠
で
身
近
な
ツ
ー
ル
が
完
全
自
動
運
転
電
気
自
動
車

（
Ａ
Ｉ
Ｅ
Ｖ
）
だ
。
21
世
紀
前
半
は
Ａ
Ｉ
Ｅ
Ｖ
を
制

す
る
者
が
世
界
を
制
す
る
。

　
し
か
も
、
脱
炭
素
の
動
き
が
そ
れ
を
加
速
さ
せ
て

い
る
。
米
欧
中
各
国
は
立
て
続
け
に

年
代

に
新
車
販
売
を
Ｅ
Ｖ
等
の
環
境
車
に
限
定
す
る
国
策

を
決
め
て
い
る
。

　
Ｅ
Ｖ
生
産
コ
ス
ト
の
半
分
を
占
め
る
車
載
用
電
池

も
激
戦
だ
。
現
在
は
日
中
韓
の
主
要
メ
ー
カ
ー
が
競

っ
て
い
る
が
、
Ｅ
Ｕ
も
欧
州
企
業
に
よ
る
生
産
を
25

年
に
現
在
の
15
倍
に
す
る
こ
と
を
目
指
す
バ
ッ
テ
リ

ー
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
を
発
足
さ
せ
た
。

　
日
本
の
生
命
線
は
全
固
体
電
池
の
開
発
。
固
体
で

燃
え
に
く
く
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
も
高
く
、
航
続
距

離
を
ガ
ソ
リ
ン
車
以
上
と
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て

い
る
。

　
上
記
の
全
て
に
関
わ
る
の
が
Ｈ
/
Ｗ
（
＊
6
）
と

し
て
の
半
導
体
Ｉ
Ｃ
、
Ｓ
/
Ｗ
（
＊
7
）
と
し
て
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
。
激
戦
地
中
の
主
戦
場
と
言
え

る
。

　
半
導
体
は
、
設
計
、
素
材
、
製
造
装
置
、
生
産
の

4
分
野
で
技
術
競
争
と
な
っ
て
い
る
。

　
生
産
に
お
い
て
は
、
韓
国
サ
ム
ス
ン
、
台
湾
Ｔ
Ｓ

Ｍ
Ｃ
、
中
国
Ｓ
Ｍ
Ｉ
Ｃ
が
激
し
く
争
っ
て
い
る
。
日

本
の
シ
ェ
ア
は

年
の
50
％
を
ピ
ー
ク
に
激

減
。
現
在
は
9
％
に
過
ぎ
ず
、
技
術
者
も
減
っ
て
い

る
。

　
素
材
、
製
造
装
置
で
は
日
本
が
優
位
だ
が
、
安
閑

と
は
で
き
な
い
。
台
湾
グ
ロ
ー
バ
ル
ウ
ェ
ー
ハ
ズ
が

独
シ
ル
ト
ロ
ニ
ッ
ク
を
買
収
し
、
ウ
ェ
ハ
ー
世
界
首

位
の
信
越
化
学
に
肉
薄
。
同
社
は
設
計
、
生
産
に
加

え
て
、
素
材
も
手
中
に
収
め
る
。
中
国
も
静
観
し
て

い
な
い
。
シ
リ
コ
ン
に
代
わ
る
半
導
体
素
材
で
あ
る

窒
化
ガ
リ
ウ
ム
等
の
開
発
を
進
め
て
い
る
。

　
設
計
は
米
イ
ン
テ
ル
、
英
ア
ー
ム
が
主
導
権
を
握

っ
て
い
る
が
、
中
国
フ
ァ
ー
ウ
ェ
イ
傘
下
の
ハ
イ
シ

リ
コ
ン
も
追
撃
し
て
い
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
米
中
対

立
が
生
じ
て
い
る
。

　
昨
年
12
月
20
日
に
亡
く
な
っ
た
『
ジ
ャ
パ
ン
・
ア

ズ
・
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
』（

年
）
の
著
者
エ

ズ
ラ
・
ヴ
ォ
ー
ゲ
ル
博
士
は

年
の
同
書
復

刻
版
で
、
日
本
人
が
ハ
ン
グ
リ
ー
精
神
を
失
っ
た
こ

と
、
中
国
の
産
業
的
台
頭
で
日
本
の
優
位
は
維
持
で

き
な
く
な
る
こ
と
に
警
鐘
を
鳴
ら
し
て
い
た
。

　
世
界
は
劇
的
に
変
化
し
、
日
本
は
取
り
残
さ
れ
つ

つ
あ
る
。
大
変
で
あ
る
こ
と
を
深
層
心
理
で
認
識
し

て
い
る
が
、
見
て
見
ぬ
振
り
を
し
て
い
る
。

　
人
材
と
シ
ス
テ
ム
を
コ
ス
ト
と
考
え
て
い
る
限
り
、

ブ
ラ
ッ
ク
・
エ
レ
フ
ァ
ン
ト
に
踏
み
潰
さ
れ
る
末
路

は
避
け
ら
れ
な
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

米国と宇宙覇権を争う中国（新型運搬ロケット「長征5号B」の打ち上げ、20年5月）

主
戦
場
は
半
導
体
Ｉ
Ｃ
と
プ
ロ
グ
ラ
ム

日
米
と
欧
米
の
シ
ス
テ
ム
観
の
違
い

■ 

筆
者
紹
介

　大
塚
耕
平

　日
銀
を
経
て
参
議
院
議
員
。
現

在
、
国
家
基
本
政
策
委
員
長
、
早
稲
田
大
学
客
員
教
授
（
早
大
博

士
）。藤
田
医
科
大
学
客
員
教
授
。仏
教
研
究
家
と
し
て
も
活
動
中
。
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